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豊かな心を育む体験活動の充実！ 奄美の文化に触れよう
校長 竹平 勝志 島唄体験・島口に親しむ活動

舟こぎ体験学習
新年度がスタートして，三ヶ月が過ぎようとして

います。子どもたちは，小湊のよさを活かした体験 島唄体験
活動に積極的に取り組んでいます。 6 月 16 日(木)の３校時は講師に島唄・三味
さて，本校の地域のよさを活かした特色ある教育 線の日置幸雄さんと，島唄・オカリナの迫田和

活動には，「稲作活動」，「日の出会との緑化活動」， 恵さんをお招きして体育館で全校児童が島唄体
「島口に親しむ活動」，「舟こぎ体験活動」，「八月 験を行いました。
踊りの継承活動」等があります。 『そてつの実』，『いきゅんにゃ加那』は，歌
「稲作活動」は，稲作指導員の川畑賢一さんをは 詞の説明を聞いて歌の内容は理解できました

じめ，多くの保護者や地域の皆様の御協力をいただ が，島口の表現が難しく，思うように歌えませ
きながら，「田起こし」「田植え」「根かき」の一連 んでした。権兵衛さ
の作業を終えることができました。今後，７月の「稲 んの赤ちゃんの替え
刈り」，８月の「脱穀」を経て，１１月の「餅つき 歌になっている『ト
大会」へとつながっていきます。子どもたちは，一 ッチブルのうた』は
連の米づくり体験を通して，植物に対する愛情や食 リズムも覚えやすく，
の大切さ，周りの人への感謝の気持ち，達成感など 一緒に唄って楽しい
を育むことができると考えます。 時間を過ごしました。
「日の出会との緑化活動」は，日の出会会長の小

俣孝博さんをはじめ，会員の皆様の御協力をいただ 島口に親しむ活動
きながら，毎月第２土曜日（土曜授業日）の「緑の 6 月 23 日(木)の
時間」（8:30～8:45）に行っています。本年度は， 1 校時から島口練
あいにくの雨のため，まだ実施できていませんが， 習がスタートしま
例年，毎回１０数名の会員の皆様にお集まりいただ した。１・２年生
き，活動しています。子どもたちは，活動を通して， は自己紹介，３・
生命を尊ぶ心や自然を愛する心，働くこと，助け合 ４年生は友達の紹
うことのよさ，思いやりの心などを育むことができ 介，６年生は将来
ると考えます。 の夢についての作
「島口に親しむ活動」は，島口講師の小元セツ子 文を島口で読む練

さん，小俣孝博さん，小元ノリ子さん，川畑ソメ子 習をしました。子
さん，高山好和さん，坂見ハスエさんの御協力をい 供たちは，現在では使わない発音や文字では表
ただきながら，活動を行います。５月にオリエンテ 現しにくいことばを一生懸命聞き取っていまし
ーションを行い，６月２３日から練習が始まりまし た。タブレット等に録音して，繰り返し聞いて
た。今後３学期の発表会に向け，練習を重ねていき ９月の２回目の練習までには自分のものにして
ます。子どもたちは，島口に親しむ活動を通して， いきたいと思います。
シマを愛する気持ちや先人への畏敬の念を育むこと
ができると考えます。 船こぎ体験
「舟こぎ体験活動」は，栄嘉弘さん，川畑賢一さ 6 月 14 日(火)

ん，岡山誠一郎さん，小元和博さんはじめ，地域の には，小湊漁港
青壮年部の皆様の御理解をいただきながら，６月１ で舟こぎ体験学
４日，小湊港で行いました。子どもたちは，舟こぎ 習を行いました。
体験を通して，櫂をこいで舟を操る運動を楽しんだ はじめは恐る恐
り，奄美古来の板付け舟を操船することで昔の暮ら る岸壁から舟に
しを感じたりすることができました。他にも，６月 乗り込んだ子供
には，「小湊フィールドワーク」や海岸で拾った貝 たちでしたが，
殻などを使った「貝殻細工づくり」，島唄講師を招 舟をこいでいる
いての「島唄体験」を行いました。 子供たち同士で互いに声を掛け合ったり，見学
今後も，小湊のよさを活かした体験活動を充実さ している子供たちの応援の声に合わせたりし

せ，心豊かな小湊の子を育んでいきたいと思います。 て，櫂を動かし舟を進めることができました。
御協力よろしくお願いいたします。

わーきゃぬ木



奄美の自然環境を学ぶ 貝殻細工にチャレンジ♪
フィールドワーク・土砂災害出前講座

６月14日(火)
フィールドワーク ５校時に貝殻

6 月 15 日(水)２校時，奄美自然研究所の西真弘 細工を作りま
さんらと，学校から田んぼまでの道を歩きながら した。奄美少
自然環境を学ぶフィールドワークを実施しました。 年自然の家の
小湊小学校が稲作を行っている田んぼの横の湿地 先生方を講師
に仕掛けられた罠を開けると外来生物であるアメ に迎え，前日，
リカザリガニが 77匹も見つかりました。奄美大島 小湊海岸等で
ではこの田んぼの横の湿地だけに生息しているそ 集めた貝殻や
うです。ここの湿地ではオタマジャクシやヤゴな シーグラス，サンゴ等をグルーガン（ホットボ
どの生物がアメリカザリガニの餌になって生息す ンド）でくっつけてオブジェ作りに取り組みま
ることができ した。子供たちは慣れないグルーガンの使い方
ません。奄美 に苦戦しながらも作品を作り上げました。
の自然を守る 少年自然の家の先生からは「みんなが拾わなか
ためには，飼 った貝殻はヤドカリの家になるし，サンゴは砂
っていた動物 浜の砂になるけれども，ペットボトル等のプラ
を無責任に捨 スチック製品はマイクロプラスティックになっ
てないことが てウミガメや魚が食べて病気になってしまう」
大切だと学び という話を聞き，環境問題を考えるきっかけに
ました。 もなりました。

土砂災害出前講座 7月の行事予定
6 月 21 日（火）の３校時に，土砂災害出前講座

を行いました。大島支庁の方々から，土砂災害につい １日(金) ALT来校
て教えていただきました。がけ崩れ・地滑り・土石流 ５日(火) 海岸清掃
の違いや，災害を防ぐための砂防ダムの仕組み等につ ６日(水) 八月踊り練習①
いて学びました。模型を使って砂防施設の役割を学ぶ 委員会活動
学習では，土石流に見立てたビー玉が山肌を流れ下り ７日(木) D校時
下流の家を流してしまう様子に驚きの声が上がりまし 親子ふれあい給食 水泳大会⑤
た。学習の最後には県 学校保健委員会 学級PTA
土砂災害ジュニアマイ 家庭教育学級
スターの認定書をいた ９日(土) 土曜授業 海上安全教室③
だきました。 日の出会との花づくり(8:30～)
学習を通じて災害 11日(月) B校時

時に自分の命を守る 12日(火) B校時
ために何をしなけれ 13日(水) B校時 租税教室③(6年)
ばならないのか何が 15日(金) 校区内清掃
できるのかについて 17日(日) 稲刈り
考えました。 市民清掃の日

(町内美化作業・神社清掃)

奄美看護福祉専門学校のお兄さん・お姉さん 20日(水) 終業式・大掃除

いつも楽しいお話をありがとうございます 22日(金) 学校評議員会 19:00～
29日(金) 運動会外部打ち合わせ

５月 31日から毎週火曜日に奄美看護福祉専門学
校の学生さんたちが，読み聞かせをしてくださっ
ています。毎回趣向を凝らして子供たちが楽しめ 創立 150 周年を記念して，名瀬勝町内会・小
そうな本を選んで来校 湊町内会の方々が，正門側の道路沿いに旗を立
されます。読み聞かせ ててくださいました。小湊小学校は明治 5 年に
の後に，なぞなぞやク 奄美大島で一番最初にできた小学校です。
イズがあることもあり 今年度は運動会などのさまざまな学校行事を
ます。「今日はどんな絵 創立 150 周年記念行事として行います。子供た
本かなあ。」，「今日は何 ちの学習の様子を参観にお越しください。お待
人来てくれるかなあ。」 ちしております。
子供たちは毎週楽しみ
にしています。


